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海 野 十三 



う 下る の を 停めた。 おそるべき 大 蜘蛛 だ。 こんな やつ 

くぴ いきち 

に 頸の あたり を 喰いつ かれ、 生血 をち ゆつ ちゆつ 吸わ 

れ たら、 いかな 頑固 爺の 金 博士で あろうと、 ひとた ま 

り もなかろうと 思われた。 

せんせい 

「もしもし 金 博士、 おなつか しゅう ございますな あ」 

とつぜん、 その 大 蜘蛛が 金 博士に 言葉 を かけた の 

じょうだん 

だった。 冗談 じ やない .：：. 。 

「うん」 

こまく なまへんじ 

博士の 鼓膜に、 その 声が 入った のか、 博士 は 生返事 

をした。 生返事 をした だけで、 彼 はなお も 飾 窓の 青い 

ぺ パ ミントの 値段 札に 全身の 注意力 を 集めて いる。 



いまして、 こんな 嬉しい こと は ございません。 ふ ふ ふ 

、？」 

ふ ふ ふ ふ は、 醬の 笑い声で はない。 感激の 泣き声で 

ある。 泣き声が その 極致に 達すれば 笑い声に 似た る I 

I ああもう その 解説 はよ ろしい か。 なるほど 前に も 

ちょ つ と 

鳥渡 書き ましたな あ。 

「泣くな よ、 醬。 お前 は 小便小僧 時代から 泣きべ そ 

くすのき 

じ やった な。 東に 楠 の 泣き 男 あり、 西に 醬買 石ぁリ 

ひとて 

で、 ともに 泣きの 一 手で 名 を あげた もの じ や。 で、 わ 

しに 会いに 来たと いうので は、 また 何か大 それた 無心 

じ やろう 一 



金 博士 は、 やっぱり 前跼 みに なって、 飾 窓の 中 をの 

ぞ きこみながら 口 を 動かした。 博士 は、 まさか 頭の 上 

に 忍びよ つたる 大 蜘蛛と 話 をして いるの だと は 気がつ 

いていない 様子に 見えた。 

ずぼし よ 

「や あ、 そのと ぉリ、 それが 図星で ございま すよ。 余 

しょうせ、， せ，. P- せひ 

—— いや 小生 はこの たび ぜひとも 博士に お願い をし 

て、 毒 瓦斯 を マスタ— いたした いと 決心し まして、 そ 

はるばる ことう 

のこと で遥々 南海の 孤島から やって 参りました」 

「毒 瓦斯の 研究 か。 そんな むずかしい 金の かかる もの 

は、 お前の 柄 じ やない ぞ」 

せんせい おっしゃ 

「いえ 博士、 そう 仰 有らないで、 是非に お願いい たし 



蜘蛛が 一 揺れ 揺れる と、 博士の 顔へ ぴ しゃと 当った。 

さあたい へん、 危 いかな 博士の 一命！ 生か または 

死 か？ 
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…… 筆勢 あまって 嚇し 文句 を 連ねて はみ たが、 ここ 

で 金 博士が、 間 髪 を容れ ず、 顔に あたった 大 蜘蛛 を 払 

いのけ、 きゃあと かすうと かいって くれれば、 作者 も 



はりあい おどろ 

張 合が あるので あるが、 当の 博士 は、 別に 愕 きもな に 

もしない。 甚だ 張 合いの ない 次第であった。 

愕く どころ か、 博士 は、 矢庭に 手 をのば して、 その 

大 蜘蛛の 胴中 をつ かんだ ものである。 

すると、 ガ ラガラ と、 ラジオの 雑音の ような ものが 

聞え た。 

金 博士 は、 つかまえた 大 蜘蛛 を 口のと ころへ 持って 

行き、 声 を 一 段と 低く して、 

「おい 醬買 石、 今す ぐ わし は、 お前の 居る 屋上へ 上つ 

ていく から、 すこし 待って 居て くれ。 しかしお 前 も、 

よ ほど > J 

こんどと いう こんど は 余程 懲りた と 見え、 屋上から、 



蜘蛛に 見 まがうよ うな 擬装の マイクと 高声 器 をつ り 下 

げて、 わしに 話しかける なんて、 中々 機械化し てきた 

じ やない か、 はは はは」 

「いや、 ちとば かり ソノ …… 」 

「しかし、 この 無 細工な 蜘蛛 を 屋上から この 人通りの 

多い 通りに 吊り 下ろす なんて、 やっぱり お前 は、 垢ぬ 

けの しない こと 夥 しい。 この 次から は、 もっとい い 

智慧 を 働かす がいい」 

褒められ たと 思った 醬は、 とたんに べちゃんこに 

やつ つけられた。 

さて、 ここ は 屋上で ある。 咧の 洋酒 S の ある ビルの 



早い ところ ストック にして 置いた のです がね …… しか 

せんせい 

し 博士、 毒 瓦斯の 方の ことです が …… 」 

「うん、 毒 瓦斯なん て、 他愛 もない もの じ や。 ゥ イス 

キ— になる と、 そうはい かん」 

せんせい あ 

「いや 博士、 ウイ スキ— なんて 浴びる ほどあります。 

毒 瓦斯の 研究と なると、 そうはい かん」 

「よろしい、 バ ー タ ー . システムで 取引しょう。 一体 

どんな 毒 瓦斯が 入用 か。 フォス ゲン、 ピ クリン サン、 

ジ フエ ニル クロル アル シン、 ィぺ リット、 力— ボン モ 

ま 

ノキ サイド、 どれが 欲しい かね」 

じんこう ひ ほしづきよ まっくら 

下 は 人工 灯の 海、 上 は 星月夜、 そして 屋上 は 真暗 だ つ 



た。 その 真暗な 屋上に 立って、 金 博士 は 大きく 両手 を 

ひろげる。 

「そんな もの は、 どれ も 欲しくありません」 

醬は人 一 倍大き な 頭 を 左右に 振る。 

「ほう、 これ じ や 気に入らん のか」 

せんせい よ じゅうらい 

「博士。 余 —— いや 私の 欲しい もの は、 そんな 従来 

から 知れて いる 毒 瓦斯ではありません。 そんな 毒 瓦斯 

きゅうち やくざい かっせいたん ソ— ダ— せ つかい 

は、 吸着 剤 の 活性炭と 中和剤の 曹達 石灰と を 通せば 

さえぎ い けっこう さ 

遮られる し、 ゴム 衣ゴ ム 手袋 ゴ ム 靴で 結構 避けら れ 

ます。 そういう 防毒 手段の わかって いる 毒 瓦斯 は、 今 

ま ききめ 

じ やど こへ 持って いって 撒いても、 効目が ありません- 



r ダ— ス函 でも 何でも 提供し ますと も」 

「ほい、 お前に も 似合わん、 えらく 気が大きい じ やな 

、ゝ、 I 

レカ レ」 

せんせい ほうふく な せとぎわ 

「博士、 わしの 報復 成る かどう かとい う 瀬戸際 なんで 

す。 あに 真剣に ならざる を 得ん やです」 

「そうか。 なら、 よろしい。 ちょっと ここに 出して み 

ようか」 

「あ、 待って ください。 それ は あぶない。 ここで 出さ 

れ たんで は、 私が 死んで しまう じ やないで すか。 それ 

ばかり は 遠慮し ます」 

「なに を うろたえと るか。 出す といっても、 本当の 毒 



「ええ 加減に しろ。 大 言より は、 ウイ スキ ー じ や。 ぺ 

パ ミン 卜 じ や」 

金 博士が、 醬に 負けない ような 大きな 声 を 出し、 怒つ 

かまき リ かっこう げんこ 

た 螳螂の ような 恰好で、 拳固で 天 を つきあげた。 
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博士の 例の 地下 研究所の 一室に おいて、 白い 実験お 

くんせい 

を 着た 金 博士と 発明 官燻 精と が 向きあって いた。 



「ドイツ 軍が 使った と いう 話の ある 神経 瓦斯 は、 

いちじせ い か 

一時 性の 神経 麻痺 瓦斯 だ。 それ を 嗅いだ ベル ギ— 兵 は、 

恍惚と なって、 しばらく 何も彼も わから なくなった。 

ひきがね 

もちろん、 機関銃の 引金 を 引く こと も 忘れて、 とろん 

としてお つた。 気がついた ときには、 傍に ドイツ 兵が 

いたと いうの だ。 これ は 一時 性の 神経 瓦斯 だ。 一時 性 

では 効力が うすい。 これに 対して わしが 考えた の は、 

じきゅうせ い 

持久 性の 神経 瓦斯 だ。 これ を ちょっと 喚ぐ と、 まず 短 

くても 一年間 は 麻痺して いる。 人に よって は 三年 も 五 

年 も つづく。 そうなる と、 その 患者 はも はや 常人と し 

て責 itt ある 任務 を まかせて 置け なくなる。 どう だ、 す 



え」 

「いや、 御 親切に、 ありがとう」 

「どういたしまして。 はい、 さようなら」 

潜り戸 を 入った 燻 精 師長のう しろで、 ぱ たんと 扉の 

しまる 音が した。 と 同時に、 博士が 扉の 向う で、 さめ 

ざめ と啜リ 泣く ような 声 を 聞いた と 思った が …… 。 



4 



しよ-つ 

南国の 孤島に おいて、 醬 委員長 は、 あいかわらずの 

はだか と つ ひげ 

裸身で、 事務 を 執って いた。 例の 太い 附け髭 はもう 見 

えない。 

そこへ 燻 精が 戻って きた。 

「おお 帰って きた か。 して、 金 博士から、 すばらしい 

ネタを 引き出し たか」 

じきゅう せい しんけいガス 

「はい、 持久 性の 神経 瓦斯 …… 」 

「叱 ッ。 これ、 声が 高い！」 

醬は、 手の 舞い 足の 踏む ところ を 知らず といった 喜 

び 方であった。 彼 は、 燻 精の 手 をと らんば かりにして、 

すな じ こじょう 

彼 を 砂地の 上に 立つ 古城へ 連れていった。 



「あれ は 何です か、 あの 煙突 は」 

しさく 

「試作の 毒 瓦斯が 空 高く 飛び去る ためだ」 

「毒 瓦斯 は 元来 空気より 重き をよ しとす るので ありま 

する ぞ。 煙突から 飛び立つ ような 軽い 毒 瓦斯て えの は 

ありません」 

「いや、 その 重い 毒 瓦斯の 逃げ路 も 作って おいた。 向 

てっかん かいめん 

うに 見える 太い 鉄管 は、 海面 すれすれまで 下りて いる _ 

はいき 

重い 毒 瓦斯 は、 あの方へ 排気す るんだ。 風下 はべ ンガ 

わん うみがめ わに 

ル湾 だ。 海亀と インド 鰐と が、 ちかごろ 身体の 調子が 

へ んだ わい とい いだす かもし れんが …… 」 

醬が毒 瓦斯 発明 院 に対して 肩の 入れ 方 は、 非常な も 



のだった。 燻 精 は、 彼の 信頼に 十分 報いる ことが 出来 

ようと 自信た つ ぷリだ つ た。 

発明 院長に 燻 精が 就任 して、 百 三十 五名の 発明 官が、 

その 下に 仕事 を 始める ことにな つた。 まず 設備 を 作る 

のに、 三 ヶ月 かかった。 それから 燻 精の 講義が 三 ヶ月 

つづ いた。 

ぼ-つちよ 1 つ 

燻 精の 講義 は 全くす ばらしかった。 ときどき 傍聴 

しょうかいせき あご きょうえつ 

に 来る 醬買石 は、 その都度、 頤の先 をつ ねって 恐悦 

した。 

ききめ 

「ふ ふ ふ、 洋酒 百 四十 函が、 こんなにす ばらしい 効目 

があろう と は、 すこし 気の毒だった な あ」 



燻 精の 指導ぶ リは、 目の さめる ようであった。 

げんどうき シャフト 

原動機 は 廻転し、 ベルト はふる え、 軸 は 油 をな め 

かくはんき かねつろ も 

まわし、 攪拌 機 はかき まわし、 加熱 炉は 赤く 焰ぇ、 

湯気 は 白く 噴き出し、 えらい 騒ぎが 毎日の ように 続い 

た。 

そうなる と、 醬は 落ちついて いられ なくなって、 毎 

日の ように ここに 足 を 運んだ。 

「おい 燻 精。 まだ 例の 神経 瓦斯 は 出来ない か。 出来た 

ら、 余に 早く 見せて くれ」 

「醬 委員長よ。 今度 こそ すば らしい ものが 出来 ま すぞ _ 

瓦斯 密度が 一 丄ハ 〇〇〇 四です。 理想的な 密度です。 



おどろいた でしよう」 

「一 丄ハ 〇〇〇 四？ よく わからな いねえ」 

「精密なる こと、 金 博士の 製品 を 凌駕して います。 か 

かる 精密なる 毒 瓦斯 は …… 」 

「精密よりも、 効目の 方が 大切 だぞ」 

「いや、 この 精密 度な くして、 あの 忍耐力の つよい 敵 

兵 を斃す こと は 出来ん。 あ、 また 霊感が 湧いた。 おお 

ほうこう うな ギ J 

そうか、 この 毒 瓦斯に 芳香 をつ ける の だ。 鰻の かば 

焼の ような 芳香 をつ ける の だ。 無臭 瓦斯より もこの 方 

よけい 

がいい。 敵 は 鼻 を くんくんな らして、 この 瓦斯 を 余計 

に 吸い 込む だろう。 ああなん とい うすば らしい 着想 点 



そして 朝から 時間割 を 決め、 午前 七 時には 鰻の 句い 

のす る 神経 瓦斯 を、 午前 九 時には 水蜜桃の 句い のす る 

神経 瓦斯 を、 午前 十一 時には、 ライス カレ— の 匂いの 

する 神経 瓦斯 をと、 用意周到な 順序で 次々 に 瓦斯 弾 を、 

敵軍 戦線へ 向けて 撃ち だした のであった。 

その 結果 は、 どうで あつたか。 

醬買石 は、 生命から がら、 怒濤の ような 敵の 重囲 を 

切りぬ けて、 ビルマ. ル— トへ 逃げ こむ という 騒ぎ を 

演じた。 

燻 精の 作った 新 製の 毒 瓦斯 は、 悉く 無力であった。 

いや、 うまそう な 匂い を もって、 反って 敵 兵 を ふるい 



立た しめる という 反 効果が あつたく らいであった。 燻 

精 は、 その 戦場に おいて 捕虜と なり、 やがて 病院に 入 

れられ た。 

てんまつ よじん 

この 顚末を 聞いて、 からからと 笑った の は 余人なら 

ぬ 金 博士であった。 

とうせん あて 

彼 は唐箋 をのべ て、 醬買石 宛に 手紙 を 書いた。 

きんてい 

"謹呈。 どう だ、 持久 性 神経 瓦斯の 効目 は。 燻 精 は、 

わしのと ころから 出て いくとき、 特設の 通路 内で 無味 

無臭 無色 無 反応の 持久 性 神経 瓦斯 を 吸って 戻った の だ。 

だから、 そちらの 陣営に 帰りつ いた ころから 彼 は そろ 

そろ、 脳細胞の 或る 個所が 変にな り はじめた はず だ。 



彼の 発明 製造した 毒 瓦斯なん か、 どうして 信用が おけ 

よう ぞ。 おい 醬ょ、 これに 懲りて、 今後 を 慎めよ" 

かんじん 

なるほど、 そうだつ たか。 肝腎の 毒 瓦斯 発明 院長の 

じさよ 

燻 精が、 金 博士のと ころ を 辞去 するとき、 瓦斯 通路 を 

歩かされ、 すっかり 瓦斯 患者と されて しまったの を、 

当人 はもち ろん 醬も 気がつかなかった の だ。 

この 手紙 を 受け取った 醬は、 たいへん 口惜しが つて、 

豆 のよう な 涙 を ぼ ろぼ ろ 机の 上に おとしながら、 博士 

ようし 

に 向って 抗議文 を 書いた。 その 要旨 は、 

"金 博士よ。 バ ー タ ー . システムの 取引 を 承知して お 

きながら、 かの 燻 精 を 変質 させて 送り かえす と は、 



かたてお はな は かっこ 

片手落ち も 甚だしい。 われに 確乎たる 決意 あり。 

し つ かリ 説明文 をよ こされよ ガ 

すると、 金 博士が 折り かえし 返事して 曰く、 

さび ことわざ 

"醬 よ。 身から 出た 鯖と いう 諺 を 知らぬ か。 燻 精 を 

変質 させて 送り かえした の は、 お前が わしに、 表の レツ 

テルと はちが う 変質 インチキ 酒 を 贈って よこした から 

おうしゅう 

だ。 つまり 変質に 対する 変質の 応酬で ある。 わし は、 

バ ー タ ー. システムの 約 を 忠実に 果 したつ もりで ある。 

質的の バ— タ！ システム をね。 あの インチキ • ウイ 

こうほこう 

スキ ー は 悉く 黄 浦 江へ 流して しまったよ。 以後お 前と 

ぜっこう 

は 絶交 じ や. 
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